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交渉体制、専門部配置等について確認 
11 月 10 日、第 1 回支部執行委員会を開催。今期活動体制を確認しました。 

 第 5 回支部定期大会以降、最初の支部執行委員会を 11 月 10 日に開催しました。三役専

門部長、執行委員については大会において承認されていますが、具体的な今期の闘いを進

めるために各専門部配置や交渉体制、行動班体制について議論を行い、確認をしました。 

各専門部配置について 
 今期より、組織部と共闘部を統合し組織共闘部としたことを含め、各専門部の業務内容を

精査し、人数の割り振りを再編しました。 

執行委員長 山崎富康  副執行委員長 池田 均 早瀬敏夫 島 一男 
書 記 長 斉藤幸司  書 記 次 長 遠田寛樹 
財 政 部 長 佐々木勲 
組織共闘部長 岡崎 広 
賃 金 部 長 吉野 裕 
現 業 部 長 高橋幸司 
教育宣伝部長 関根 猛 
財 政 部 ○森内政行 
組織共闘部 ○高橋昭久 酒井貴志 大塚謙一 岡安 進 高橋武志 
賃 金 部 ○小水浩次 豊田吉三 
現 業 部 ○高口隆明 大田原謙一 稲垣 晃 稲垣英治 小泉 肇 
教育宣伝部 ○長妻芳典 
※○が副部長  
※担当三役は配置せず、課題に応じて全三役で対応する。 
 
交渉委員体制について 
 現在も、21 年度作業計画策定交渉や技能主任配置率等について区当局と鋭意協議を行

っているところですが、あらためて交渉体制を確認しました。今期はこのメンバーを中心に区

当局と交渉を行っていきます。 

1. 勤務条件全般に関する交渉構成員 
団 体 交 渉  全執行委員 
小委員会交渉  執行委員長を除く三役専門部長 

専門委員会交渉  書記長・書記次長・賃金部長・教宣部長・賃金部副部長・教宣部副部長 
予 備 交 渉  副委員長・書記長・書記次長・賃金部長 
 
2. 事業執行に係る勤務条件に関する交渉構成員 
団 体 交 渉  全執行委員 
小委員会交渉  執行委員長を除く三役専門部長 
専門委員会交渉  書記長・書記次長・現業部長・教宣部長・現業部副部長・教宣部副部長 
予 備 交 渉  副委員長・書記長・書記次長・現業部長 
 
行動班配置について 
 これまでの 4 班体制から 3 班体制に再編しました。各行動について担当班を設置し、動員

規模によって、組合員の皆さんにお声をかけますので、ご協力をお願いします。 

1 班○岡 崎 3  島 1  遠 田 1 高 口 5 酒 井 5 森 内 3 大 塚 3 （山崎 2） 
2 班○吉 野 5 早 瀬 3 佐々木 6 高橋昭 5 岡 安 3 高橋武 5 稲垣晃 1 稲垣英 2 
3 班○関 根 1 池 田 2 高橋幸 6 豊 田 3 小 水 5 大田原 5 小 泉 6 （山崎 2） 
○が班長 斉藤・長妻は配置しない。※氏名の数字は週休 G 
 

現在の交渉状況について ～21 年度作業計画、08 賃金確定闘争～ 

現在、平成 21 年度作業計画策定に関わる協議を進めていますが、双方の主張は平行線

をたどり着地点が見えない状況となっています。示された台数・能率では、我々の労働条件

はもとより、“勤務時間内に収集運搬が終わるのか”、“ごみが取りきれるのか”といった危惧

があります。この間の車両火災の多発を見ればごみ量の増は明らかですし、推計量が推計

量足り得ない状況であると考えています。そして何より車両火災、爆発による被災により命

がけの作業となっている現状を踏まえれば、何の対策も打たないままの不燃の減車は認め

られません。 

 また、08 賃金確定闘争については現在、各地連における第 2 波決起集会が行われ、闘い

は中盤戦に突入しました。成績率制度の改悪をはじめ、技能主任等設置基準、勤務時間短

縮等の課題について本部を中心に交渉を行っているところです。14 日には区長会総会への

要請及び座り込み行動、18 日には江戸川区において区長会会長への要請と併せ第 3 波総

決起集会が予定されています。組合員の皆さんの結集により交渉の後押しとなるよう、積極

的な参加をお願いします。 

 なお、交渉の山場は 20 日となる模様ですので、21 日には 1H のストライキを構える予定で

す。正式な指令がおり次第、具体的な取組について改めてお知らせしますので、対応方よろ

しくお願いします。 

 


